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研究成果の概要（和文）：小児, 思春期・若年成人（adolescent and young adult：AYA）世代のがん患者は、
治療後に晩期合併症を発症するリスクがあり、内分泌代謝異常の発症頻度が高い。小児がん経験者（childhood 
cancer survivor：CCS）の多くは自らの健康問題のリスクを自覚しないまま、小児科から成人診療科への移行過
程でフォローアップが次第に途切れ、適切な医療を受けていない。そこで本課題では、小児・AYA世代がん患者
の内分泌領域における晩期合併症と移行期医療ついて調査を行い、我が国における診療の実態と問題点を明らか
にした。また、がん患者の妊孕性温存療法の普及に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：Children and adolescent and young adult (AYA) cancer patients are at risk of
 late complications and have a high frequency of endocrine abnormalities. Many childhood cancer 
survivors (CCS) do not receive appropriate medical care due to a gradual lack of follow-up during 
the transition to adult care. Therefore, in this project, we conducted a questionnaire about 
transitional medical care in the endocrine area of pediatric cancer patients, and clarified the 
current situation and problems in Japan. We also worked on the dissemination of fertility 
preservation for cancer patients.

研究分野： 小児科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小児・AYA世代がん患者における晩期合併症の発症予防を目的に、本研究課題を遂行した。とりわけ頻度の高い
内分泌異常への対策が喫緊の課題であることから、小児・AYA世代がん患者の長期フォローアップにおいて内分
泌領域における包括的な診療体制構築と、適切な移行期医療の提供、妊孕性温存療法の普及に向けた支援に取り
組んだ。患者の紹介側である小児科と受入側である成人診療科において、それぞれ移行期医療の現状と問題点を
抽出することにより、医療現場に置いて今後取り組むべき課題が明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

（１）小児がん経験者（CCS）の晩期合併症 

 小児がん患者の長期生存が可能となり、治療後の晩期合併症が注目されるようになった。

内分泌異常の頻度が高く、死亡率が同胞より高い（J Clin Oncol 2009;27:2308-18）。我々

は国内でいち早くこの問題に注目した（Miyoshi Y et al. Endocrine Journal，2008）。 

（２）CCS の長期フォローアップと移行期医療 

 CCS の晩期合併症は年々増加する（J Clin Oncol. 32: 1218-27, 2014）。しかし患者自

身が健康問題のリスクを理解しないまま、小児科から成人診療科への移行（トランジショ

ン）過程で次第にフォローアップが途切れて、適切な医療を享受できていない。 

（３）小児・若年がん患者の妊孕性温存 

 がん治療により妊孕性消失の危険性があるため、小児・若年がん患者に対する妊孕性温

存療法が求められる時代となってきた。アメリカ癌治療学会が 2013 年ガイドラインを改定

し（J Clin Oncol 2013;31:2500–10）、日本癌治療学会が 2017年「小児•若年がん患者の妊

孕性温存に関する診療ガイドライン」を発表した。しかしがん患者は時間的制約のある中

で適応を検討する必要があり、とりわけ小児がん患者では様々な問題があることを我々は

報告した（Miyoshi Y et al. Clin Pediatr Endocrinol,一次調査 2016, 二次調査 2017）。 

 

２．研究の目的 

 小児・AYA 世代がん患者の内分泌晩期合併症に対する診療の実態を把握し、移行期医療

の現状と問題点を調査することで、早期発見・早期治療による先制医療開発を目的とする。

小児・AYA 世代がん患者の内分泌診療を確立し、我が国の妊孕性温存療法の普及を目指す。 

 

３．研究の方法 

（１）小児・AYA 世代がん患者の晩期合併症の多くは成人期に発症するため、小児科と成

人診療科の緊密な連携構築に向けて、小児科医を対象に移行期医療の実態調査を行う。 

（２）同様の調査を成人診療科医対象に行い、紹介側と受入側の両者を比較することで、

移行期医療の問題点を抽出する。 

（３）小児がん患者の内分泌晩期合併症について診療の実態とエビデンスを調査し、日本

小児内分泌学会 CCS 委員会の副委員長として診療の手引きを作成する。 

（４）小児・AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存療法の普及に向けて啓発を行う。 

 

４．研究成果 

（１）小児科医対象の実態調査として「小児・AYA 世代がん患者の内分泌診療における移

行期に関するアンケート調査」を行った。対象は日本小児内分泌学会評議員(137 施設、183

人)で、回答数 131 部 、回答評議員数（同一施設内の評議員数を合計）174 名 、回収率

95.1％であった。男性 78％、女性 22％、内分泌診療年数 20 年以上 60％、10-20 年 36％、

大学病院 40％、総合病院 37％と大規模病院に多数勤務していた。施設内に小児がん治療医

（50％）、内分泌代謝内科医（65％）が存在したが、長期フォローアップ外来（44％）に比

べ、移行支援プログラム（8％）と移行支援チーム（7％）は少なかった。内分泌異常発症

リスクのある患者が成人した場合、診療の主な担い手として望ましいのは成人内分泌医で

診療を引き受けてくれる成人診療科医は存在すると 89％が回答したが、やや不足（42％）、

大幅に不足（26％）と感じていた。がん患者の内分泌診療では、妊孕性（64％）、肥満症（35％）、



妊娠・分娩（30％）、性腺機能異常（30％）、二次がん（27％）について困難を感じていた。

医療者が負担を感じる項目の上位に、医療者側では人員や診療時間の不足、期待される診

療範囲の不明確さ、がんの病態や治療に関する知識不足、患者側では複数診療科の受診、

経済的負担、時間的負担があげられた。自由記載欄に 66％が意見が寄せた。これらの解析

結果は関連学会で発表し、論文報告した（Miyoshi  Y, et al. A nationwide questionnaire 

survey targeting Japanese pediatric endocrinologists regarding transitional care in 

childhood, adolescent, and young adult cancer survivors. Clin Pediatr Endocrinol. 

29(2): 55-62, 2020 ）。この論文に対して日本小児内分泌学会より CPE 優秀論文賞を 2021

年 10 月受賞した。 

（２）小児がん患者の受入側である成人診療科医へのアンケートとして、日本内分泌学会

近畿支部評議員を対象に「小児・AYA 世代がん患者の内分泌診療における移行期医療の現

状調査」（配布数 230 部）を実施した（回答率 73.9 %）。小児科と成人診療科の双方の視点

から比較検討し、成人診療科医の理解を深めるための啓蒙に取り組んだ。日本内分泌学会

主催の臨床内分泌代謝 Update で指定講演を行い、専門医のための e-learning 教材として

採用された。第 95 回日本内分泌学会学術集会のクリニカルアワーでは「小児・AYA 世代

がん経験者の内分泌異常対策～妊孕性温存から栄養管理まで～」について講演した。 

（３）日本小児内分泌学会 CCS 委員会副委員長として「小児がん診療の手引き」を作成し、

2021 年度発刊に至った。また日本小児血液がん学会の長期フォローアップ移行期医療検討

委員会の委員に就任し、腫瘍医と共に晩期合併症対策に取り組んだ。 

（４）2020 年から新型コロナウイル感染症の流行が続き、多くの学会や研究会が延期中止

となった。対面での活動が制限されたため、ホームページ（小児・若年がんと妊娠）から

情報提供を行い、がん患者の妊孕性温存のためのパンフレットを更新した。長年取り組ん

できた小児・若年がん患者の妊孕性温存療法に対して、令和 3年度から医療費助成「がん

患者等妊よう性温存治療費助成事業」が開始され、令和 4年度から温存後生殖補助医療費

助成事業が開始された。 

＜引用文献＞ 

Miyoshi Y, et al. A nationwide questionnaire survey targeting Japanese pediatric 

endocrinologists regarding transitional care in childhood, adolescent, and young 

adult cancer survivors. Clin Pediatr Endocrinol. 29(2): 55-62, 2020. 

 

 

小児・AYA 世代がん患者の内分泌診療に
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